
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL53917A06）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

南アフリカ
共和国 G208 科学 個別 交替

2代目 2年 ・2017/3 ・2017/4 ・
2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

科学技術省

2）配属機関名（日本語）

モンディ科学・キャリアガイダンス・職業訓練センター

3）任地（ ﾑﾌﾟﾏﾗﾝｶﾞ州ｹﾞﾙﾄｼﾊﾞﾝﾃﾞ郡ﾑｺﾝﾄﾞ町ﾋﾟｰﾄﾚﾃｨｰﾌ ） JICA事務所の所在地（ プレトリア ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 6.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は2006年に科学技術省、ムプマランガ州教育省、民間製紙会社の協力で設立され、2007年から活動を開始。科学
館の他にキャリアガイダンスセンターや職業訓練校と連携した木工を中心とする技術研修センターの機能を有する。科
学館と進路相談の対象は主に地域の22の中等学校生(日本の中・高校生)。科学館では来館者への理科実験授業(化学、物
理)や同内容のアウトリーチ活動、教師研修等を実施している。年間予算はムプマランガ州教育省が所管するが、活動経
費は約200万円。年間来館者数約2万人。科学技術省を通じて理系大学卒業資格を持つ科学ボランティア(1年契約)も派遣
されている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先周辺の中・高等学校には理科実験が行える教室が十分に整っていない。そのため配属先では近隣校の学生を招き
必要な理科実験を行ったり、アウトリーチプログラムにて近隣校を訪問し理科実験を行うなど、生徒の理解力向上に取
り組んでいる。前任者はこれらの理科実験授業へのサポートの他、配属先に設置されている展示品の維持管理等もおこ
なってきた。これらの活動を通して同僚職員と共に生徒の興味を引き立てる実験内容を考えてきたが、活動結果が配属
先に定着しておらず、後任ボランティアの要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.科学館において来館者への理科実験授業を同僚職員と共に行う。
2.アウトリーチ先(中・高等学校)での理科実験授業を同僚職員と共に行う。
3.生徒の興味を引き立てる実験を同僚職員に提案する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

各種物理実験道具、コンピュータ(Windows)、プリンター、コピー機等事務機器

4）配属先同僚及び活動対象者

科学館長(センター長兼務)男性、40代、教員経験有
同僚職員30代男性(大卒、専門は物理)
科学ボランティア:男女、20代、10人程度(年度によって異なります)
周辺中等学校理科教員・生徒

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（高校教員（理科））
　　　　（中学教員（理科））

[性別]：（男性）　備考：治安上の理由

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）3年以上　備考：授業を担当するた
め

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（5～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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